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２５
年
度
予
算
が
、
３
月
３１

日
に
成
立
し
た
。
今
回
の
予

算
案
は
、
衆
院
通
過
後
の
参

院
で
、
石
破
茂
首
相
が
高
額

医
療
費
制
度
の
自
己
負
担
上

限
額
引
き
上
げ
の
全
面
凍
結

を
決
め
た
た
め
、
約
１
０
５

億
円
の
経
費
を
追
加
し
た
上

で
予
備
費
を
減
額
す
る
、
と

い
う
修
正
を
行
っ
た
。
こ
の

た
め
、
参
院
本
会
議
で
可
決

後
、
再
び
衆
院
に
戻
っ
て
の

可
決
、
成
立
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
形
は
、
現
行
の
憲

法
下
で
は
初
め
て
の
事
。

農
林
水
産
関
係
予
算
は
、

前
年
度
比
０
・
１
％
（
２０
億

円
）
増
の
２
兆
２
７
０

６
億
円
と
な
っ
た
。

改
正
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
初
動
５

年
間
の
初
年
度
と
し

て
、
４
月
に
制
定
さ
れ

た
新
基
本
計
画
を
実
行

す
る
た
め
の
経
費
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
わ

ず
か
だ
が
２
年
連
続
の

増
額
と
な
っ
た
。
主
な

事
項
は
図
参
照
。

『
食
料
安
全
保
障
の

強
化
』
と
し
て
、「
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
」２
８
７
０
億
円（
前

年
度
３
０
１
５
億
円
）で
、１

４
５
億
円
の
減
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
主
食
用
品
種
で
飼

料
用
米
を
作
っ
た
時
の
助
成

単
価
の
引
き
下
げ
や
、
交
付

対
象
の
水
田
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
。

『
農
業
の
持
続
的
発
展
』

と
し
て
、
「
地
域
計
画
実
現

総
合
対
策
」
３
８
４
億
円
を

計
上
。
２４
年
度
補
正
予
算
と

合
わ
せ
て
１
０
０
０
億
円
以

上
を
確
保
し
、
現
場
の
状
況

に
応
じ
た
施
設
整
備
や
、
人

材
育
成
に
係
る
事
業
を
総
合

的
に
実
施
す
る
。

『
多
面
的
機
能
の
発
揮
』

と
し
て
、
「
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
」５
０
０
億
円（
同

４
８
６
億
円
）
で
１４
億
円
増

と
な
っ
た
。
農
地
や
水
路
な

ど
を
守
る
地
域
の
共
同
活
動

を
支
援
す
る
。

（
畜
産
関
係
は
２
面
参
照
）

山
梨
県
北
杜
市
大
泉
町
の

井
出
原
開
拓
地
は
、
標
高
１

０
０
０
ｍ
以
上
の
高
冷
地

だ
。
３
月
３０
日
、
大
泉
総
合

会
館
に
お
い
て
、
地
元
の
大

泉
１０
区
自
治
会
の
主
催
に
よ

る
「
は
じ
ま
り
の
思
い
出
―

わ
が
ま
ち
大
泉
１０
区
開
拓
史

教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
１
６

０
名
が
参
集
し
た
。

第
１
部
は
「
親
子
で
学
ぶ

北
杜
市
の
歴
史
」
と
題
し
て

八
ヶ
岳
南
麓
に
つ
い
て
３
名

の
語
り
部
が
話
を
し
た
。

開
拓
２
世
の
小
宮
山
博
子

さ
ん
は
、
紙
芝
居
を
交
え
て

八
ヶ
岳
と
富
士
山
の
背
比
べ

の
物
語
や
、
自
身
の
子
ど
も

時
代
の
体
験
を
話
し
た
。

北
杜
市
職
員
の
渡
邊
泰
彦

さ
ん
か
ら
は
、
縄
文
時
代
か

ら
の
歴
史
に
つ
い
て
の
詳
し

い
解
説
が
あ
っ
た
。

地
域
計
画
が
専
門
分
野
の

前
田
博
さ
ん
は
同
地
の
魅
力

に
つ
い
て
語
っ
た
。

第
２
部
は
、
「
大
人
向
け

大
泉
１０
区
開
拓
史
」
と
題
し

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
３
世
の
前
田
真
理

さ
ん
が
、
祖
母
の
話
や
、
地

元
の
開
拓
史
な
ど
を
元
に
今

日
ま
で
の
歴
史
を
紡
い
だ
。

初
め
の
家
は
三
角
屋
根
の

か
や
ぶ
き
小
屋
で
、
入
り
口

に
は
む
し
ろ
を
下
げ
て
い

た
。
寝
て
い
る
と
雪
が
入
っ

て
き
て
寒
い
の
で
、
温
め
て

い
た
石
を
布
団
の
中
に
入
れ

て
い
た
、
と
祖
母
の
話
。

井
出
原
開
拓
農
協
は
、
大

開
・
大
泉
な
ど
７
つ
の
組
合

が
５８
年
に
統
合
し
て
で
き
た

が
、
７０
年
代
後
半
に
は
リ
ゾ

ー
ト
化
が
進
み
、
土
地
を
手

放
す
人
た
ち
が
出
て
き
た
。

農
地
は
少
な
く
な
っ
た
が
、

八
ヶ
岳
南
麓
の
豊
か
な
景
観

は
健
在
で
、
先
人
た
ち
が
苦

労
し
て
残
し
た
土
地
を
大
切

に
し
た
い
、
と
話
し
た
。

２
世
の
日
野
水
丈
士
さ
ん

も
体
験
談
を
話
し
た
。
当
初

は
作
物
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
道
路
工
事
や
植
林
な
ど

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
次
第
に
、
酪
農
や
高
原

野
菜
な
ど
で
安
定
す
る
よ
う

に
な
っ
た
、
と
話
し
た
。

小
宮
山
博
子
さ
ん
の
息
子

の
慎
吾
さ
ん
が
祖
父
の
話
を

し
た
。
終
戦
前
の
大
規
模
な

山
火
事
で
甚
大
な
被
害
と
な

っ
た
。
３０
年
以
上
か
か
っ
て

植
林
し
、
今
は
慎
吾
さ
ん
が

林
業
を
引
き
継
い
で
い
る
。

最
後
に
、
１
世
の
中
村
小

太
郎
さ
ん（
９６
）が
登
壇
し
、

「
一
緒
に
入
植
し
た
仲
間
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
皆
さ
ん
が
こ
の
地
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
す
る
姿
を
見

て
、元
気
が
出
て
き
ま
し
た
」

と
挨
拶
し
て
終
了
し
た
。

地
元
の
開
拓
の
歴
史
を
知

り
、
地
域
の
人
た
ち
を
繋
ぐ

素
晴
ら
し
い
催
し
だ
っ
た
。

関
東
生
乳
販
連
（
指
定
団

体
）
は
３
月
３１
日
、
大
手
乳

業
メ
ー
カ
ー
３
社
と
の
２５
年

度
乳
価
交
渉
に
お
い
て
、
飲

用
・
発
酵
乳
等
向
け
共
に
、

生
乳
１
㎏
当
た
り
４
円
の
値

上
げ
で
妥
結
し
た
と
発
表
し

た
。
８
月
１
日
の
出
荷
分
か

ら
適
用
さ
れ
る
。

飲
用
向
け
等
の
引
き
上
げ

は
、
２３
年
８
月
以
来
２
年
振

り
と
な
る
。

ホ
ク
レ
ン
は
、
乳
製
品
向

け
全
用
途
で
６
月
か
ら
１
㎏

当
た
り
３
円
引
き
上
げ
（
う

ち
バ
タ
ー
、
生
ク
リ
ー
ム
向

け
は
さ
ら
に
７
円
上
乗
せ
し

て
計
１０
円
上
げ
る
）
で
妥
結

し
て
い
る
。
同
販
連
は
、
乳

製
品
向
け
に
対
し
て
も
、
ホ

ク
レ
ン
同
様
に
値
上
げ
交
渉

を
続
け
て
い
く
。

今
後
は
、
都
府
県
の
他
の

指
定
団
体
で
も
、
引
き
上
げ

に
向
け
た
交
渉
が
進
め
ら
れ

て
い
く
。

熊
本
県
の
人
吉
城
跡
公
園

は
、
近
く
に
球
磨
川
が
流
れ

て
お
り
、
２０
年
の
熊
本
豪
雨

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

が
、
今
も
桜
は
咲
き
続
け
て

い
る
。

人
吉
市
は
球
磨
開
拓
の
近

く
に
位
置
し
て
お
り
、
隣
の

錦
町
で
は
、
１
年
半
前
に
復

活
し
た
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

が
稼
働
し
て
い
る
。

人
吉
城
は
、
１
１
９
８
年

以
来
相
良
家
の
居
城
と
し

て
、
明
治
維
新
ま
で
続
い
た

と
い
う
、長
い
歴
史
が
あ
る
。

写
真
の
橋
は
、
蓮
の
池
に

か
か
っ
て
い
る
１
７
６
６
年

に
で
き
た
石
橋
で
、
熊
本
県

の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
も
濁
流
が
押
し

寄
せ
た
が
、
橋
は
び
く
と
も

し
な
か
っ
た
。

２５年度農林水産関係予算の主な事項 （）は前年度
１．食料安全保障の強化

２，８７０億円
（３，０１５億円）
１４２億円
（１４８億円）
１億円

（０．３億円）
２．農業の持続的な発展

３８４億円
（─）
１０７億円
（９６億円）
１８２億円
（─）

３．農村の振興（農村の活性化）
７４億円
（８４億円）

４．みどりの食料システム戦略による環境負荷低減への取組強化
２８億円
（２６億円）
６億円

（７億円）

５．多面的機能の発揮
５００億円
（４８６億円）
２８５億円
（２６１億円）

・水田活用の直接支払交付金等
水田での戦略作物の本作化・畑地化、麦・大豆の作付拡大
・持続的生産強化対策事業
野菜、果樹、花き、茶・薬用作物、養蜂等の生産基盤の強化
・合理的な価格の形成
コスト指標の作成・検証、取引実態調査、消費者等理解醸成

・地域計画実現総合対策
地域計画を核として、現場に応じた事業を総合的に実施
・新規就農者育成総合対策
新規就農者の育成・確保、雇用労働環境の整備
・スマート農業技術活用促進集中支援プログラム
スマート農業技術の社会実装の加速化を強力に推進

・農山漁村振興交付金
官民共創、農福連携、中山間地域等の農用地保全の推進

・環境保全型農業直接支払交付金
地球温暖化防止や生物多様性等に効果の高い営農活動への支援
・みどりの食料システム戦略推進総合対策
有機農産物の生産・需要拡大、環境負荷低減を支援する新制度
構築への調査

・多面的機能支払交付金
地域資源を適切に保全管理するための共同活動への支援
・中山間地域等直接支払交付金
中山間地域等での農業生産活動継続への支援

熊本豪雨にも負けずに咲く人吉城跡の桜

２５
年
度
予
算
何
と
か
年
度
内
に
成
立

２５
年
度
予
算
何
と
か
年
度
内
に
成
立

農
林
水
産
関
係
予
算
は
０.１
％
増

開拓１世：中村小太郎さん

飲
用
向
け
乳
価
４
円
値
上
げ

関
東
で
飲
用
・
発
酵
乳
等
８
月
か
ら

開拓の歴史を知り地域を繋ぐ開拓の歴史を知り地域を繋ぐ

山梨県北杜市・大泉１０区自治会山梨県北杜市・大泉１０区自治会
八ヶ岳南麓の美しい風景を後世に八ヶ岳南麓の美しい風景を後世に

第２部：大泉１０区開拓史の様子。先人達の努力を後世に伝える。

・「食料・農業知っておきたい話」―１４３回―（２面）
・新酪肉近 ５年後目標―生乳維持・肉牛１万ｔ
増 （３面）
・東北開拓組織連絡協議会研修会（岩手）（４面）
・農場拝見 ㈱なかひら農場（長野県松川町）

（５面）
・豚熱研究の最前線シンポジウム （６面）
・韓国で口蹄疫１年１０ヵ月ぶりに発生 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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２５
年
度
農
林
水
産
関
係
予

算
の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農
関

係
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
。（

）
内
は
２４
年
度
当

初
予
算
額
。

★
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

８
億
円
（
同
額
）

遺
伝
子
解
析
技
術
等
を
活

用
し
た
家
畜
改
良
の
推
進
、

肉
用
牛
の
出
荷
月
齢
の
早
期

化
、
和
牛
の
信
頼
確
保
の
た

め
の
遺
伝
子
型
の
検
査
、
乳

用
牛
の
長
命
連
産
性
向
上
に

資
す
る
取
り
組
み
等
を
支

援
。畜

産
関
係
団
体
や
、
Ｉ
Ｔ

ベ
ン
ダ
ー
等
が
連
携
し
、
生

産
関
連
情
報
を
集
約
・
活
用

す
る
体
制
を
整
備
す
る
取
り

組
み
等
を
支
援
。

★
飼
料
生
産
基
盤
立
脚
型

酪
農
・
肉
用
牛
産
地
支
援

５６
億
円
の
内
数
（
―
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
者
等

が
連
携
し
た
有
機
飼
料
の
生

産
拡
大
等
の
取
り
組
み
支
援

な
ど
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

に
配
慮
し
た
飼
養
管
理
の
普

及
・
定
着
や
、
畜
産
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

等
を
支
援
。

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
者
等

の
連
携
に
よ
る
、
有
機
飼
料

の
生
産
拡
大
、
家
畜
排
せ
つ

物
処
理
施
設
の
機
能
の
強
化

等
を
支
援
。

★
草
地
関
連
基
盤
整
備

（
公
共
）

３
３
３
１
億
円
の
内
数
（
３

３
２
６
億
円
の
内
数
）

草
地
に
立
脚
し
た
、
畜
産

経
営
の
展
開
に
必
要
と
な
る

基
盤
整
備
等
推
進
。

★
飼
料
備
蓄
・
増
産
流
通

合
理
化
事
業

１８
億
円
の
内
数
（
同
額
）

飼
料
穀
物
の
備
蓄
、
飼
料

輸
送
の
合
理
化
の
実
証
、
配

合
飼
料
の
製
造
の
効
率
化
等

の
取
り
組
み
を
支
援
。

★
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策

２
３
０
３
億
円
（
２
２
９
６

億
円
）

牛
マ
ル
キ
ン
、
豚
マ
ル
キ

ン
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補

給
金
等
に
よ
り
、
経
営
の
安

定
を
支
援
。

★
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

７７
億
円
（
８８
億
円
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
す
る
ほ

か
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

侵
入
防
止
の
た
め
の
水
際
で

の
検
疫
措
置
等
を
支
援
。

産
業
動
物
獣
医
師
の
確

保
、
情
報
通
信
機
器
を
活
用

し
た
遠
隔
診
療
に
よ
る
獣
医

療
の
提
供
の
推
進
等
を
支

援
。★

消
費
・
安
全
対
策
交
付

金１９
億
円
（
１７
億
円
）

豚
熱
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
発
生
予
防
の
た
め
、

飼
養
衛
生
管
理
の
向
上
や
、

農
場
の
分
割
管
理
の
推
進
、

野
生
動
物
対
策
の
強
化
等
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
農
畜

水
産
物
の
加
工
食
品
中
の
有

害
化
学
物
質
・
微
生
物
の
調

査
、
安
全
性
向
上
対
策
の
有

効
性
の
検
証
等
を
支
援
。

☆
日
本
の
食
と
農
の
独
立
の

好
機
？

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
基
本

姿
勢
は
、「
反
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
」「
自
己
完
結
型
経
済
」

と
思
わ
れ
る
の
で
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
晒
さ
れ
、
過
度
に

輸
入
依
存
に
陥
っ
て
い
る
日

本
の
食
と
農
か
ら
す
る
と
、

あ
る
べ
き
方
向
性
を
示
し
て

い
る
。
米
国
は
日
本
を
、
米

国
の
余
剰
農
産
物
の
処
分
場

と
し
て
、
日
本
を
食
料
で
自

立
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て

「
胃
袋
か
ら
の
属
国
化
」
を

推
し
進
め
、
米
国
発
の
グ
ロ

ー
バ
ル
穀
物
商
社
な
ど
の
儲

け
に
も
つ
な
げ
て
き
た
。

関
税
を
引
き
上
げ
て
で
も

輸
入
に
よ
っ
て
米
国
内
産
業

が
打
撃
を
受
け
な
い
よ
う
に

守
り
、
各
国
に
も
、
よ
り
独

立
し
た
形
で
自
国
を
守
る
こ

と
を
容
認
す
る
な
ら
、
日
本

も
輸
入
依
存
度
を
減
ら
し
て

食
料
自
給
率
を
高
め
、
食
と

農
の
独
立
が
で
き
る
可
能
性

が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

米
国
か
ら
「
独
立
」
で
き

る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
が
、

そ
れ
は
、
あ
る
意
味
、
突
き

放
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の

で
、
日
本
が
本
当
に
自
力
で

日
本
国
民
の
命
を
守
れ
る
だ

け
の
農
業
生
産
力
を
強
化
で

き
る
か
と
い
う
課
題
も
突
き

付
け
ら
れ
る
。

一
方
で
、
米
国
に
と
っ
て

農
業
は
輸
出
産
業
で
あ
り
、

「
米
国
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
自

国
利
益
を
高
め
る
に
は
、
日

本
に
も
っ
と
買
わ
せ
る
こ
と

が
不
可
欠
と
の
判
断
か
ら
、

理
不
尽
な
要
求
が
強
ま
る
可

能
性
も
懸
念
さ
れ
る
。
自
動

車
な
ど
の
追
加
関
税
で
脅
さ

れ
て
、
日
本
が
農
産
物
で
不

利
な
条
件
を
飲
ま
さ
れ
続
け

る
懸
念
が
あ
る
。
実
際
、
前

回
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
は
、

こ
う
し
た
事
態
に
陥
っ
た
。

そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

我
が
国
は
、
長
ら
く
、
米

国
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が

「
外
交
」
と
い
う
「
思
考
停

止
」
を
続
け
、
独
自
の
国
家

戦
略
・
外
交
戦
略
を
欠
如
さ

せ
て
き
た
。
欧
州
な
ど
は
、

独
自
の
国
家
・
外
交
戦
略
を

持
っ
て
い
る
か
ら
米
国
と
対

等
に
主
張
が
交
わ
せ
る
。
日

本
が
独
立
国
と
し
て
米
国
依

存
を
脱
却
し
て
世
界
の
中
で

ど
う
生
き
て
い
く
の
か
、
そ

れ
を
早
急
に
確
立
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
盗

人
に
追
い
銭
」
外
交
、「
鴨

葱
」
外
交
か
ら
の
脱
却
が
で

き
る
か
、
大
き
な
岐
路
に
立

っ
て
い
る
。

☆
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
蛾

の
幼
虫
物
語
の
て
ん
末

振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
１９

年
８
月
２５
日
に
日
米
首
脳
会

談
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

う
れ
し
そ
う
に
、「
安
倍
さ

ん
、
中
国
が
買
う
と
言
っ
て

買
わ
な
く
な
っ
て
余
っ
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
日
本
が
買
う

と
約
束
し
た
あ
の
話
、
君
か

ら
し
て
く
れ
」
と
、
み
ん
な

に
聞
こ
え
る
よ
う
に
当
時
の

安
倍
総
理
に
促
し
た
。
総
理

は
「
害
虫
駆
除
の
た
め
に
買

い
ま
す
」
と
言
っ
た
。

害
虫
駆
除
？
と
は
何
か
。

日
本
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
蛾

の
幼
虫
が
食
べ
て
い
る
の

で
、
不
足
す
る
か
ら
、
こ
れ

を
買
わ
な
く
て
は
い
け
な
い

の
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
農
水

省
の
担
当
者
が
記
者
の
質
問

を
受
け
、「
害
虫
は
出
て
い

ま
す
が
、
被
害
は
出
て
い
ま

せ
ん
」
と
答
え
た
。
こ
れ
は

え
ら
く
怒
ら
れ
た
の
だ
ろ
う

か
、
後
で
言
い
換
え
た
。

「
害
虫
の
被
害
に
つ
い
て
は

確
認
し
て
い
ま
せ
ん
」
と

（
結
局
一
緒
だ
が
）。

し
か
も
、
こ
の
害
虫
が
出

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
青
刈
り

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
い
っ
て
、

牧
草
な
ど
と
一
緒
に
混
ぜ
て

繊
維
質
を
与
え
る
粗
飼
料
と

な
る
。
粗
飼
料
が
足
り
な
く

な
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

買
う
栄
養
価
の
高
い
粒
の
濃

厚
飼
料
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

牛
に
代
わ
り
に
食
べ
さ
せ
た

ら
牛
は
病
気
に
な
っ
て
し
ま

う
。
代
わ
り
に
な
ら
な
い
も

の
を
無
理
や
り
理
由
付
け
に

使
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
。

だ
か
ら
、
こ
れ
は
最
初
に

そ
う
い
う
理
由
が
あ
っ
た
の

で
は
な
く
、「
尻
拭
い
」
で

買
う
（
言
葉
は
悪
い
が
、
親

分
が
粗
相
し
た
の
で
、
お
尻

を
拭
く
の
は
日
本
）
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
恥
ず
か

し
く
て
国
民
に
言
え
な
い
、

何
か
理
由
を
探
せ
と
い
う
こ

と
で
、
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ

た
の
が
、蛾
の
幼
虫
だ
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
日
本
が
自
動

車
の
追
加
関
税
に
怯
え
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。

☆
自
動
車
の
追
加
関
税
の
見

直
し
求
め
て
食
と
農
を
犠
牲

に
し
な
い
か

ト
ラ
ン
プ
氏
自
身
は
日
本

に
買
う
と
言
わ
せ
た
１９
年
８

月
２５
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
満
足
し
て
、
あ
と
の
こ
と

に
は
関
心
が
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
当
時
懸
念
さ

れ
た
の
は
、
ヌ
カ
喜
び
さ
せ

ら
れ
た
と
気
付
い
た
米
国
の

穀
物
業
界
が
、
話
が
違
う
と

言
い
出
し
た
ら
、
ど
う
な
る

か
。
ト
ラ
ン
プ
氏
も
ま
た
動

く
。
恐
ろ
し
い
の
は
、
味
を

し
め
た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
引

き
続
き
自
動
車
へ
の
２５
％
の

追
加
を
ち
ら
つ
か
せ
る
こ
と

で
、
日
本
に
際
限
な
く
様
々

な
「
尻
拭
い
」
を
要
求
す
る

可
能
性
だ
っ
た
。

威
嚇
さ
れ
る
た
び
に
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
も
毎
年
３
０
０

万
ｔ
近
く
買
わ
さ
れ
た
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
１
０
０
０

万
ｔ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
実

は
、
実
際
、
１９
年
８
月
２５
日

の
会
見
時
、
第
１
報
で
は
、

日
本
政
府
高
官
の
発
言
と
し

て
日
本
が
約
束
し
た
輸
入
量

は
１
０
０
０
万
ｔ
と
の
情
報

が
記
者
の
間
で
駆
け
巡
っ
て

い
た
。
そ
う
い
う
可
能
性
は

最
初
か
ら
出
て
い
た
と
い
う

こ
と
だ
。

日
米
貿
易
協
定
の
交
渉
で

も
、
米
国
へ
輸
出
す
る
牛
肉

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
よ
り
勝
ち
取
っ

た
と
日
本
側
は
虚
偽
の
説
明

を
し
た
が
、
実
態
は
逆
だ
っ

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連

携
協
定
）
で
は
低
関
税
枠
の

拡
大
（
２
０
０
ｔ
↓
６
万
５

０
０
５
ｔ
）
の
う
え
、
枠
外

関
税
（
２６
・
４
％
）
も
１５
年

目
に
撤
廃
さ
れ
、
完
全
自
由

化
の
は
ず
が
、
２
国
間
協
定

で
は
、
実
質
的
に
は
わ
ず
か

な
枠
の
拡
大
（
２
０
０
ｔ
を

少
し
超
え
て
も
枠
内
扱
い
が

可
能
に
な
る
程
度
）
に
と
ど

ま
り
、
関
税
は
撤
廃
さ
れ
な

い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
合
意
し
て
い

た
米
国
の
牛
肉
関
税
撤
廃
は

反
故
に
さ
れ
た
の
だ
。

さ
ら
に
、
日
本
は
米
国
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
（
米
国
が
抜
け
た

Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
よ
り
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
て
牛
肉
関
税
を

３８
・
５
％
か
ら
９
％
ま
で
削

減
す
る
上
、
牛
肉
の
低
関
税

が
適
用
さ
れ
る
限
度
（
セ
ー

フ
ガ
ー
ド
）
数
量
は
、
米
国

向
け
に
新
た
に
２４
・
２
万
ｔ

（
↓
２９
・
３
万
ｔ
、
２
０
３

３
年
）
を
設
定
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
で
設
定
し
た

６１
・
４
万
ｔ
（
↓
７３
・
８
万

ｔ
、
３３
年
）
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で

米
国
も
含
め
て
設
定
し
た
数

量
が
そ
の
ま
ま
な
の
で
、
日

本
に
と
っ
て
は
、
米
国
分
が

「
二
重
」
に
加
わ
る
こ
と
に

な
り
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
超
え
」
の

低
関
税
枠
と
な
っ
た
。
し
か

も
、
発
動
さ
れ
た
ら
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
枠
を
増
や
し
て

発
動
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
約
束
も
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
こ
れ
で
は
セ

ー
フ
ガ
ー
ド
で
は
な
い
。

記
者
会
見
で
日
本
の
交
渉

責
任
者
は
、
米
国
と
の
今
後

の
自
動
車
関
税
撤
廃
の
交
渉

に
あ
た
り
、「
農
産
品
と
い

う
カ
ー
ド
が
な
い
中
で
厳
し

い
交
渉
に
な
る
の
で
は
」
と

の
質
問
に
答
え
て
「
農
産
品

と
い
う
カ
ー
ド
が
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で

の
農
産
品
の
関
税
撤
廃
率
は

品
目
数
で
８２
％
だ
っ
た
が
、

今
回
は
４０
％
は
い
か
な
い
」

つ
ま
り
、
自
動
車
の
た
め
に

農
産
物
を
さ
ら
に
差
し
出
す

こ
と
を
認
め
て
い
た
の
だ
。

ま
さ
に
「
属
国
が
宗
主
国

の
言
う
こ
と
を
す
べ
て
聞
く

交
渉
」
が
エ
ン
ド
レ
ス
に
続

く
「
底
な
し
沼
」
だ
が
、
今

回
も
こ
の
よ
う
な
自
動
車
の

追
加
関
税
に
怯
え
て
食
と
農

を
際
限
な
く
差
し
出
す
「
盗

人
に
追
い
銭
」
構
造
に
は
ま

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

（
次
号
へ
続
く
）

第143回

農
水
省
は
、
３
月
２６
日
に

開
い
た
食
料
・
農
業
・
農
村

政
策
審
議
会
食
糧
部
会
で
、

２５
年
度
の
「
麦
の
需
給
に
関

す
る
見
通
し
」（
案
）
を
示

し
、
了
承
さ
れ
た
。

▼
小
麦

日
本
の
人
口
は
近
年
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
食
糧
用

小
麦
の
１
人
当
た
り
の
年
間

消
費
量
は
、
１
９
７
４
年
以

降
、
お
お
む
ね
３１
〜
３３
㎏
で

安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。

食
糧
用
小
麦
の
総
需
要
量

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
外
食

需
要
の
低
迷
か
ら
需
要
が
減

少
す
る
も
、
一
時
は
回
復
の

兆
し
も
あ
り
、
近
年
は
５
５

０
万
ｔ
程
度
で
推
移
し
て
い

る
。
２５
年
度
の
総
需
要
量
に

つ
い
て
は
、
直
近
３
ヵ
年
の

平
均
総
需
要
量
で
あ
る
５
５

２
万
ｔ
と
見
通
す
（
前
年
よ

り
１
万
ｔ
増
）。

国
内
産
食
糧
用
小
麦
の
生

産
量
は
、
２５
年
産
の
作
付
け

予
定
面
積
（
２１
万
９
千
ha
）

に
、
過
去
５
年
の
収
量
の
平

均
値
な
ど
を
基
に
９７
万
ｔ
と

見
通
し
た
（
２４
年
度
見
込
み

は
９３
万
ｔ
）。

外
国
産
小
麦
の
需
要
量

は
、
総
需
要
量
５
５
２
万
ｔ

か
ら
国
産
流
通
量
９４
万
ｔ
お

よ
び
米
粉
用
国
内
産
米
流
通

量
６
万
ｔ
を
差
し
引
い
た
４

５
２
万
ｔ
と
見
通
し
た
。

米
粉
用
国
内
産
米
の
需
要

量
は
、
小
麦
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
。

▼
大
麦
・
は
だ
か
麦

食
糧
用
大
麦
及
び
は
だ
か

麦
の
総
需
要
量
は
、
主
食
用

向
け
は
米
価
高
騰
の
代
替
え

で
増
加
傾
向
、
麦
茶
は
ノ
ン

カ
フ
ェ
イ
ン
需
要
に
よ
る
増

加
傾
向
、
発
泡
酒
等
向
け
は

２１
年
度
か
ら
減
少
傾
向
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
別
の
直
近

の
需
要
動
向
を
反
映
さ
せ
る

観
点
か
ら
、
２４
年
度
に
つ
い

て
は
、
直
近
３
ヵ
年
の
平
均

総
需
要
量
の
３１
万
ｔ
と
見
通

す
。生

産
量
は
、
１５
万
ｔ
と
見

通
し
た
（
２４
年
度
見
込
み
は

１１
万
ｔ
）。

外
国
産
輸
入
量
は
、
１９
万

ｔ
と
な
っ
て
い
る
。

東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

「盗人に追い銭」外交の
生贄はコメと乳製品 上
「盗人に追い銭」外交の
生贄はコメと乳製品 �上

２５
年
度
農
水
予
算（
畜
産
・
酪
農
）の
概
要

２５
年
度
農
水
予
算（
畜
産
・
酪
農
）の
概
要

２５
年
度
麦
の
需
給
見
通
し
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農
水
省
は
３
月
１９
日
、
２５

年
産
の
水
田
に
お
け
る
主
食

用
米
、
戦
略
作
物
等
の
作
付

け
意
向
に
つ
い
て
、
第
１
回

中
間
的
取
り
組
み
状
況
（
２５

年
１
月
末
時
点
）
を
発
表
し

た
。主

食
用
米
の
作
付
け
意
向

は
、
１
２
８
万
２
０
０
０
ha

で
、
前
年
実
績
よ
り
２
万
３

０
０
０
ha
増
加
し
て
い
る
。

米
不
足
に
よ
る
価
格
高
騰

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
米
価
上
昇
で
、
主
食
用

米
の
増
産
に
舵
を
切
る
稲
作

農
家
が
増
え
て
き
た
模
様
。

東
日
本
を
中
心
に
、
１９
道

県
が
前
年
よ
り
増
産
の
意
向

を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
北

海
道
や
東
北
、
北
関
東
や
北

陸
の
各
県
が
軒
並
み
増
加
と

な
っ
て
い
る
（
表
）。
日
本

一
の
生
産
を
誇
る
新
潟
県

は
、
１
４
０
０
ha
増
の
１０
万

２
８
０
０
ha
と
し
て
い
る
。

第
２
位
の
北
海
道
も
３
４
０

０
ha
増
の
８
万
７
１
０
０
ha

と
な
っ
た
。

一
方
、
飼
料
用
米
は
、
全

国
で
前
年
よ
り
１
万
４
０
０

０
ha
（
１４
％
）
減
の
８
万
５

０
０
０
ha
と
な
っ
た
。
減
少

傾
向
が
３５
道
府
県
で
、
増
加

傾
向
は
０
県
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
道
府
県
は
、

主
食
用
米
に
シ
フ
ト
し
た
と

み
ら
れ
る
。
飼
料
用
米
の
作

付
け
減
少
に
つ
い
て
は
、
一

般
品
種
に
対
す
る
助
成
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
も
、
要

因
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
。

現
在
の
米
流
通
に
関
し
て

は
、
不
足
感
が
強
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
３
月
か
ら
備

蓄
米
の
放
出
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
米
の
値
段
が
下
が
る

気
配
は
な
い
。か
と
い
っ
て
、

米
の
価
格
が
高
騰
し
て
も
、

生
産
農
家
の
収
入
は
増
え
て

い
な
い
の
が
現
状
だ
。

食
料
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
も
、こ
の
よ
う
な
矛
盾
や
、

流
通
シ
ス
テ
ム
の
健
全
化
な

ど
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
月
２８
日
、
農
水
省
の
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
畜
産
部
会
は
、
国
の
畜
産

・
酪
農
政
策
の
指
針
と
な
る

新
た
な
「
酪
農
及
び
肉
用
牛

生
産
の
近
代
化
を
図
る
た
め

の
基
本
指
針
」（
酪
肉
近
）

を
農
水
大
臣
に
答
申
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
酪
肉
近
で

は
、
１０
年
後
の
生
産
数
量
目

標
を
掲
げ
て
き
た
が
、
今
回

は
こ
れ
を
５
年
後
に
短
縮

し
、
政
策
効
果
を
よ
り
検
証

で
き
る
よ
う
改
め
る
。

３０
年
度
ま
で
の
新
た
な
目

標
は
図
１
の
と
お
り
。

生
乳
の
生
産
数
量
目
標

は
、
２３
年
度
実
績
と
同
じ
７

３
２
万
ｔ
に
設
定
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
目
標
７
８
０
万
ｔ

か
ら
引
き
下
げ
た
が
、
需
要

拡
大
を
想
定
し
て
、
お
お
む

ね
１０
年
後
の
目
標
と
し
て
７

８
０
万
ｔ
を
目
指
す
。

一
方
牛
肉
は
、
目
標
を
１

万
ｔ
増
の
３６
万
ｔ
（
部
分
肉

換
算
）
と
し
た
。
長
期
的
な

見
通
し
と
し
て
さ
ら
に
１
万

ｔ
増
の
３７
万
ｔ
を
目
指
す
。

「
酪
農
及
び
肉
用
牛
の
需

給
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
と

対
応
方
向
」
で
は
、
生
乳
、

牛
肉
、
飼
料
の
需
給
事
情
の

変
化
と
対
応
方
向
が
そ
れ
ぞ

れ
盛
り
込
ま
れ
た
（
図
２
）。

生
乳
に
つ
い
て
は
、
牛
乳

や
脱
脂
粉
乳
に
つ
い
て
の
商

品
開
発
と
需
要
拡
大
対
策
の

推
進
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す

る
飲
用
向
け
の
輸
出
拡
大
、

生
乳
集
荷
に
当
た
っ
て
は
年

間
を
通
じ
た
安
定
的
な
取
引

が
重
要
で
、
そ
の
た
め
の
規

律
を
強
化
す
る
、
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

牛
肉
に
つ
い
て
は
、
輸
出

拡
大
な
ど
の
新
規
需
要
の
開

拓
、
和
牛
特
有
の
脂
肪
交
雑

の
強
み
は
残
し
つ
つ
、
オ
レ

イ
ン
酸
な
ど
の
お
い
し
さ
に

関
す
る
要
素
に
も
着
目
し
た

「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転

換
、
早
期
出
荷
の
本
格
化
な

ど
を
示
し
て
い
る
。

政
府
は
今
後
、
施
策
の
具

体
化
を
進
め
て
い
く
。

い

ぼ

は
ら

愛
知
県
豊
田
市
の
伊
保
原

開
拓
は
、
市
の
西
側
に
位
置

し
、
標
高
６０
〜
９０
ｍ
の
台
地

に
あ
る
。

戦
中
は
名
古
屋
海
軍
航
空

隊
飛
行
場
が
あ
っ
た
。

４５
年
４
〜
６
月
に
か
け

て
、
こ
こ
か
ら
神
風
特
別
攻

撃
隊
《
草
薙
隊
》
が
沖
縄
戦

に
向
け
、
４
隊
４３
機
８８
名
が

出
撃
し
、
５６
名
が
散
華
し
た

（
草
薙
隊
の
名
は
熱
田
神
宮

く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

の
「
草
薙
剣
」

に
由
来
）。

４６
年
に
、
地

元
の
二
・
三
男

や
引
揚
者
、
疎

開
者
な
ど
４９
名

が
開
拓
増
進
隊

に
応
募
し
、
愛

つ
い
し
ん

知
県
追
進
農
場

で
約
１
ヵ
月
の

入
植
訓
練
を
受

け
た
。
２４
名
が

入
植
を
認
め
ら

れ
、
４９
年
に
は

新
た
に
３４
名
が

入
植
し
た
。

こ
の
地
は
飛

行
場
だ
っ
た
た
め
、
滑
走
路

な
ど
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
並
み

に
硬
く
な
っ
て
お
り
、
三
本

備
中
鍬
を
振
り
下
ろ
し
て
も

キ
ズ
が
付
く
程
度
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
土
壌
は
酸
性
の

粘
土
質
で
、
当
初
は
麦
、
サ

ツ
マ
イ
モ
な
ど
が
栽
培
さ
れ

た
が
収
穫
は
少
な
か
っ
た
。

４８
年
に
は
伊
保
原
開
拓
農

協
が
設
立
さ
れ
、土
壌
改
良
、

水
利
事
業
な
ど
に
着
手
し
、

次
第
に
収
量
も
増
え
て
い
っ

た
。５９

年
９
月
に
は
伊
勢
湾
台

風
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
が
、
皆
が
一
丸
と
な
っ

て
見
事
に
災
害
か
ら
の
復
旧

を
果
た
し
た
。

６１
年
に
愛
知
用
水
が
通
水

す
る
と
水
田
も
多
く
な
り
、

ス
イ
カ
は
新
墾
地
を
中
心
に

各
戸
で
２０
〜
３０
ａ
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
栽
培
技

術
の
向
上
に
よ
り
「
伊
保
原

ス
イ
カ
」
と
し
て
、
一
時
は

通
常
価
格
よ
り
も
３０
％
も
高

く
評
価
さ
れ
た
。

し
か
し
、
農
業
の
機
械
化

・
省
力
化
に
よ
り
余
剰
労
力

が
発
生
し
、
こ
れ
が
農
業
外

に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
兼
業
化
が
進
ん
で
い
っ

た
。
ま
た
、
豊
田
市
を
中
心

と
す
る
自
動
車
産
業
の
発
展

で
、
基
幹
農
業
者
も
工
場
な

ど
に
吸
収
さ
れ
始
め
、
都
市

化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。

４８
年
に
伊
勢
神
宮
か
ら
の

分
神
を
受
け
て
伊
保
原
神
社

が
造
営
さ
れ
、
７２
年
に
農
協

の
解
散
に
あ
た
り
開
豊
神
社

と
改
名
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

開
拓
碑
と
草
薙
隊
之
碑
が
建

て
ら
れ
た
。

全
開
連
人
事

（
４
月
１
日
付
）

▽
事
業
推
進
部
長
（
兼
）

北
海
道
支
所
長
（
兼
）
東
日

本
支
所
長
（
事
業
推
進
部
長

（
兼
）
北
海
道
支
所
長
（
兼
）

東
日
本
支
所
長
（
兼
）
東
京

事
業
所
長
（
兼
）
和
光
販
売

事
業
所
長
）
臼
井
靖
彦
▽
東

日
本
支
所
東
京
事
業
所
長

（
兼
）
和
光
販
売
事
業
所
長

（
東
日
本
支
所
東
京
事
業
所
）

山
﨑
悠
貴

５
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

５
月

１３
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

政
策
要
望
会
議
・
中
央

常
任
委
員
会

１３
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

１６
日

薩
州
開
拓
農
協
枝
肉

共
進
会
（
熊
本
）

２０
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
参
事
会
議
（
熊
本
）

２４
日

岩
手
県
開
拓
振
興
協

会
通
常
総
会
（
岩
手
）

２７
日

岩
手
花
平
農
協
通
常

総
会
（
岩
手
）

（農水省の資料より作成）

○生乳や牛肉の需給緩和による脱脂粉乳の過剰在庫や枝肉・子牛価格の低下
○資材やエネルギー価格の高騰等による生産コストの上昇・高止まり
○環境や持続性に配慮した畜産物生産の必要性の高まり

持続可能な酪農及び肉用牛生産に
向けた取り組み

１．酪農経営
・飼養戸数減少緩和のために経営安定
が重要

・長命連産性を重視した強健な乳用牛
への転換など

２．肉用牛経営
・遺伝資源の適切な管理・保護
・繁殖雌牛を若い牛に更新し牛群能力
を向上

・肥育期間の短縮等による早期出荷推
進など

３．飼料生産
・「地域計画」の中に飼料生産を位置付け

☆生乳や牛肉の需要に応じた生産の推進による需給ギャップの解消
☆従来の生産手法の見直しを含む、生産コストの低減・生産性の向上
☆国産飼料の生産・利用の拡大を通じた輸入飼料依存度の低減
☆環境負荷低減などの取組の推進

図２ 新しい酪肉近（本文の概要）

酪農及び肉用牛の需給を
めぐる情勢の変化と対応方向

１．生乳の需給事情の変化と対応方向
・牛乳や脱脂粉乳について商品開発と
需要拡大対策

・ソフト系ナチュラルチーズの競争力
強化など

２．牛肉の需給事情の変化と対応方向
・輸出拡大等新規需要の開拓
・脂肪交雑の強みを残しつつ「量」から
「質」への転換
・和牛の早期出荷の本格化など

３．飼料の需給事情の変化と対応方向
・粗飼料を中心とした国産飼料の生
産・利用の拡大

めざす方向性

状況
の
変化

図１ 新しい酪肉近 ３０年度の目標
７３２万ｔ

７８０万ｔ

３７８万ｔ

３４９万ｔ

５万ｔ

１１７万３０００頭

３６万ｔ

３７万ｔ

２７５万３０００頭

（長期的な目標）

飲用

乳製品等

自家消費

（長期的な目標）

生乳の生産量

生乳の需要量

乳牛の飼養頭数

牛肉の生産量
（部分肉換算）

肉牛の飼養頭数

酪

農

肉

用

牛

表 ２５年産主食用米の作付け意向 （単位 :千 ha）

※ →: 増加傾向（１％超増） → : 減少傾向（１％超減） （農水省資料より）

対前年

→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→→
→
→
→
→
→
→→
→
→
→

２５年
意向
２７．７
１３．１
４．３
３２．３
７．８
５．６
１１．７
１５．７
２７．１
２０．０
１５．９
１０．０
９．６
１２．６
１０．０
３２．３
２２．３
９．３
２８．８
１７．６
１２．３
１５．６
０．６

１２８２．０

２４年
実績
２７．４
１３．０
４．３
３２．２
８．０
５．７
１１．６
１５．７
２７．２
２０．１
１５．８
９．８
９．８
１２．７
１０．１
３２．２
２２．０
９．４
２８．８
１７．８
１２．４
１５．６
０．６

１２５９．０

都道
府県
滋賀
京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山
鳥取
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島
沖縄
全国計

対前年

→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→

２５年
意向
８７．１
３８．６
４３．８
５９．８
７４．０
５３．７
５９．７
６２．０
５０．９
１３．１
２８．７
４９．０
０．１
２．８

１０２．８
３２．０
２１．６
２２．５
４．５
２９．２
１９．６
１４．４
２５．０
２４．３

２４年
実績
８３．７
３７．２
４３．１
５８．４
７２．２
５２．４
５６．５
５９．９
４９．０
１２．８
２８．４
４８．３
０．１
２．８

１０１．４
３１．２
２１．２
２１．９
４．６
２９．０
１９．６
１４．４
２５．０
２４．５

都道
府県
北海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京
神奈川
新潟
富山
石川
福井
山梨
長野
岐阜
静岡
愛知
三重

生
乳
生
産
量
は
維
持
・
牛
肉
は
１
万
ｔ
増

新
酪
肉
近
５
年
後
の
目
標
を
設
定

主
食
用
米
は
１９
道
県
が
増
加
傾
向

開拓地から自動車の街へ
愛知県豊田市・伊保原開拓

水
田
に
お
け
る
作
付
け
意
向（
１
月
末
時
点
）

開豊神社の境内でこの地を見守る開拓碑と草薙隊之碑（後）



（4）第804号（毎月１回１５日発行）開 拓 情 報2025年（令和7年）4月15日

「
２４
年
度
第
２
回
東
北
開

拓
組
織
連
絡
協
議
会
研
修

会
」
が
３
月
１９
日
、
岩
手
県

う
ば
や

し

き

滝
沢
市
の
姥
屋
敷
多
目
的
研

修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

（
写
真
）。

東
北
地
域
の
開
拓
組
織
に

属
す
る
酪
農
・
肥
育
牛
生
産

者
や
農
協
職
員
、
講
師
ら
３３

名
が
参
加
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
野
田
頭

和
義
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た

後
、
講
演
に
入
っ
た
。

「
哺
乳
子
牛
の
管
理
の
ポ

イ
ン
ト
」
と
題
し
て
、
雪
印

種
苗
㈱
の
阿
部
健
太
郎
氏
が

講
演
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
昔
と
今
で
は

子
牛
管
理
の
技
術
の
ト
レ
ン

ド
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。
続
い
て
、
子

牛
の
便
か
ら
正
常
便
と
異
常

便
を
見
極
め
る
こ
と
で
、
そ

の
子
牛
の
健
康
状
態
を
把
握

し
、
そ
れ
に
応
じ
た
対
策
を

具
体
例
と
共
に
示
し
た
。

続
い
て
、
子
牛
を
病
気
に

さ
せ
な
い
た
め
に
、
消
毒
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
観
察
な
ど

の
基
本
的
事
項
の
徹
底
の
重

要
性
を
説
い
た
ほ
か
、
代
用

乳
な
ど
の
給
与
法
や
そ
の
効

果
を
実
際
の
デ
ー
タ
を
用
い

な
が
ら
解
説
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
自
身
が

行
っ
て
い
る
管
理
法
の
是
非

な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
質

問
が
あ
り
、
同
氏
の
豊
富
な

経
験
に
基
づ
い
た
回
答
を
得

て
、
有
意
義
な
講
演
と
な
っ

た
。
紹
介
さ
れ
た
子
牛
の
管

理
の
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
次
号
で
紹
介
す
る
。

来
年
度
は
青
森
県
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

全
開
連
西
日
本
支
所
は
３

月
１４
〜
１５
日
、
福
岡
県
畜
産

事
業
協
同
組
合
の
会
議
室

で
、「
九
州
開
拓
系
統
女
性

職
員
研
修
会
」を
開
催
し
た
。

受
講
者
・
講
師
含
め
１７
名
が

参
加
し
た
。

講
師
の
㈱
喰
道
楽
外
販
事

業
部
部
長
の
白
川
勝
博
氏

が
、「
食
卓
に
小
さ
な
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｙ
を
！
博
多
と
よ
唐

亭
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

同
社
は
か
ら
あ
げ
の
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
店
で
、
１３
年

間
で
店
舗
数
３０
倍
強
、
１２
年

間
で
売
上
実
績
を
５５
倍
に
伸

ば
し
て
い
る
。

◇
「
Ｑ
Ｓ
Ｃ
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
で
顧
客
満
足
を

白
川
氏
は
、
同
社
が
急
速

な
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
た
理
由
を
、「
Ｑ
Ｓ
Ｃ
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
徹
底
し
た

こ
と
だ
と
力
説
。
Ｑ
Ｓ
Ｃ
と

は
、「
Ｑ
：
ク
オ
リ
テ
ィ

（
商
品
・
品
質
）」「
Ｓ
：
サ

ー
ビ
ス
（
接
客
）」「
Ｃ
：
ク

レ
ン
リ
ネ
ス
（
清
掃
・
清
潔

感
）」
の
３
つ
で
、
こ
れ
を

維
持
す
る
こ
と
が
飲
食
店
経

営
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と

指
摘
し
た
。

白
川
氏
は
、
こ
の
Ｑ
Ｓ
Ｃ

を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
基
準
）

に
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
、

顧
客
の
安
定
確
保
に
は
欠
か

せ
な
い
と
強
調
。
い
つ
ど
の

店
舗
で
も
「
同
じ
商
品
・
品

質
」「
同
じ
接
客
」「
同
じ
清

潔
感
」
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
期
待
が
叶
い
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
得
ら
れ
る
と
説
明
し

た
。定

時
定
量
の
供
給
、
生
産

者
の
信
頼
醸
成
が
重
要
な
農

協
職
員
に
と
っ
て
も
共
通
項

が
多
く
、
熱
心
な
質
疑
応
答

や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
有

意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

今
回
は
、「
石
田
さ
ん
」

に
よ
る
、
牛
乳
・
乳
製
品
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
紹
介
す

る
。
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
使
う

こ
と
で
、
栄
養
価
を
さ
ら
に

補
え
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
レ

シ
ピ
だ
。

〜
ミ
ル
ク
い
ち
ご
大
福
〜

☆
作
り
方

①
い
ち
ご
は
ヘ
タ
を
取
っ

て
水
気
を
切
り
、
あ
ん
こ
で

包
み
冷
蔵
庫
で
冷
や
す

②
白
玉
粉
は
厚
手
の
ポ
リ

袋
に
入
れ
て
め
ん
棒
な
ど
で

叩
い
て
細
か
く
す
る

③
ボ
ウ
ル
に
Ⓐ
を
入
れ
て

ダ
マ
に
な
ら
な
い
よ
う
泡
立

て
器
で
混
ぜ
る

④
Ⓐ
を
フ
ラ
イ
パ
ン
（
ま

た
は
鍋
）
に
入
れ
、
中
火
に

か
け
て
ヘ
ラ
で
か
き
混
ぜ
な

が
ら
、
も
っ
た
り
と
し
て
重

く
な
り
生
地
に
ツ
ヤ
が
出
る

ま
で
加
熱
す
る
。

片
栗
粉
を
ふ
る
っ
て
お
い

た
平
皿
か
バ
ッ
ト
の
上
に
生

地
を
取
り
出
す
。
上
に
も
片

栗
粉
を
ま
ぶ
し
て
熱
い
う
ち

に
カ
ー
ド
な
ど
で
８
等
分
に

し
て
粗
熱
を
取
る

⑤
手
に
片
栗
粉
を
付
け
な

が
ら
生
地
を
平
た
く
伸
ば
し

①
を
包
む
。
こ
の
時
、
表
面

の
余
分
な
片
栗
粉
は
落
と
す

〜
乳
製
品
た
っ
ぷ
り
い
ち
ご

ヨ
ー
グ
ル
ト
ム
ー
ス
〜

☆
作
り
方

①
粉
ゼ
ラ
チ
ン
と
水
を
軽

く
混
ぜ
、
電
子
レ
ン
ジ
（
５

０
０
Ｗ

３０
〜
４０
秒
）
で
溶

か
す②

Ⓐ
を
フ
ラ
イ
パ
ン
（
ま

た
は
鍋
）
に
入
れ
て
ひ
と
煮

立
ち
さ
せ
、
①
を
加
え
て
溶

か
し
、
粗
熱
を
取
る

③
Ⓑ
の
い
ち
ご
を
１
／
４

に
切
る
。
②
と
Ⓑ
を
合
わ
せ

て
キ
ッ
チ
ン
ブ
レ
ン
ダ
ー
で

混
ぜ
る
。
い
ち
ご
の
食
感
を

残
す
た
め
に
、
滑
ら
か
に
な

る
手
前
で
混
ぜ
る
の
を
や
め

る

④
③
に
レ
モ
ン
果
汁
を
加

え
る⑤

カ
ッ
プ
に
流
し
て
、
冷

蔵
庫
で
冷
や
し
固
め
る

⑥
ム
ー
ス
の
上
に
ホ
イ
ッ

プ
ク
リ
ー
ム
の
層
を
作
る
。

最
後
に
い
ち
ご
を
飾
る

〈
注
意
点
〉

・
②
の
作
業
は
、
鍋
底
が
焦

げ
や
す
い
た
め
注
意
す
る

・
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
は
、

生
ク
リ
ー
ム
１
０
０
ml
に
対

し
て
大
さ
じ
１
／
２
の
砂
糖

を
加
え
、
泡
立
て
る

★
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
の
活
用

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
は
低
脂

肪
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
た

ん
ぱ
く
質
を
手
軽
に
摂
取

で
き
る
食
材
で
す
。
洋
菓

子
か
ら
和
菓
子
ま
で
お
菓

子
作
り
に
も
活
用
す
る
こ

と
で
栄
養
価
も
上
が
り
、

味
に
深
み
が
出
ま
す
！

★
牛
乳
・
乳
製
品
に
つ
い

て
日
本
人
（
特
に
学
校
を

卒
業
し
て
給
食
の
牛
乳
を

飲
ま
な
く
な
っ
た
世
代
）
は

カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
牛

乳
・
乳
製
品
は
そ
の
ま
ま
で

飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
で
き
る

利
便
性
も
あ
る
た
め
、
普
段

の
食
事
に
取
り
入
れ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
！

例
え
ば
牛
乳
１
杯
分
（
約

２
０
０
ml
）
に
は
、
カ
ル
シ

ウ
ム
が
約
２
２
０
㎎
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
成
人

の
１
日
に
必
要
な
量
の
約
３０

％
に
相
当
し
ま
す
。
脂
質

が
気
に
な
る
時
は
、
低
脂

肪
牛
乳
や
ス
キ
ム
ミ
ル
ク

（
２０
ｇ
を
１
８
０
ml
の
水

に
溶
か
す
）
を
利
用
す
る

の
が
お
薦
め
で
す
！

★
旬
の
果
物
に
つ
い
て

旬
の
食
材
は
美
味
し
く

栄
養
価
が
高
い
た
め
、
積

極
的
に
食
べ
る
こ
と
を
お

薦
め
し
ま
す
！
い
ち
ご
は

今
が
旬
で
す
。
風
邪
の
予

防
、
抗
酸
化
作
用
、
老
化

防
止
に
効
果
的
な
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
を
多
く
含
ん
で
い
ま

す
！

～乳製品たっぷりいちごヨーグルトムース～
材料（６人前）

・牛乳 ４０ml
Ⓐ

�
�
�
�
�

・グラニュー糖 ２８ｇ
・スキムミルク 大さじ３強
・ヨーグルト ３５０ｇ

Ⓑ

�
�
�
�
�

・いちご １９０ｇ
・グラニュー糖 ２８ｇ
・粉ゼラチン ５ｇ
・水（ゼラチン用） ５０ml
・レモン果汁 小さじ１弱
・ホイップクリーム お好みの量
・いちご（飾り用） ６個

～ミルクいちご大福材料（８個分）～
皮
・白玉粉 ８０ｇ
・スキムミルク 大さじ５
・砂糖 大さじ２

Ⓐ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

・塩 １ｇ
・牛乳 １００ml
・水 ５０ml
・片栗粉 適量
中身
・あんこ １５０～２００ｇ

（１人当たり２０ｇ前後）
・いちご（小～中サイズ） ８個

岩
手
県
滝
沢
市
で
研
修
会

東
北
開
拓
組
織
連
絡
協
議
会

参加者からは沢山の熱心な質問が出た

「
Ｑ
Ｓ
Ｃ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」で
信
頼
得
る

２４
年
度
九
州
開
拓
系
統
女
性
研
修
会



開 拓 情 報（5） 第804号 2025年（令和7年）4月15日（毎月１回１５日発行）

南信州、伊那谷のほぼ中央に位置し、
町の中央を天竜川が流れる松川町。中
央道松川 IC から数キロの場所にある
㈱なかひら農場を訪れた。
同社は標高が７００～８００ｍの増野原開

な かだいら

拓の一番奥に位置する。社長の中平義
則さん（４９）と妻の美紀さん（４９）ら
家族のほか、５０名の従業員が働いてい
る。長男の優人さん（１９）は農業大学
校に在学中だ。

よ し と

４６年に初代の義人さん（当時１９）が
復員して入植。山林だった同地を手作
業で開墾し、２haの農地から出発。傾
斜地で水も無かったため、２㎞ほど離
れた沢から共同作業で土管を埋めて水
を引いた。このような水利条件であっ
たため、りんご栽培を開始した。
７５年、中央道が開通すると都市部か
ら観光客が訪れるようになり、観光農
園を開始。観光客が、収穫したりんご
をその場でジュースにして飲んでいる
のをヒントに、父の孝雄会長（７４）が
りんごジュースの製造を始めたのが６
次化への取り組みの第一歩となった。

自家産のリンゴのほか、県内外から
果物や野菜を仕入れ、年間を通じて工
場を稼働できるように製品のラインナ
ップを増やし、現在では約５０種類もの
ジュースを製造している。
約１２ha の農園では、同社のオリジナ
ル品種を含む計８種のりんごを栽培。
直売やネット販売などで全量完売して
いる。加工部門で出たりんご残さは、
１年かけて堆肥化。畑に還元する循環
型農業を３０年近く続けている。
義則さんは就農の際、①人を育てる
②品種を育てる③技術を育てる―の３
つの理念を掲げた。
かつては開拓精神と地域の団結力の

強さで離農者が少ない同地域だった
が、高齢化と後継者不足から離農が増
えているという。そこで①は、産地を
維持するために就農支援の場を設けた
いという思いから、独自に「南信州り
んご大学院」という取り組みを行って
いる。希望者は授業料が不要で、さら
に同社が正社員として雇用することで
独立までを手厚くサポートする。
②は、同社でオリジナル品種を開発
し、現時点で２品種を登録している。
③は、農業資材や肥料を独自に開発。
一般的に凍霜害対策には、灯油などを
燃やす「燃焼法」という手法が用いら
れるが、多大なコストがかかる。そこ
で開発した防霜資材は、糖蜜などを芽
にかけて皮膜をつくることで、表面に
氷の結晶ができるのを防ぐ。燃焼法に

比べて約１００分の１のコストで凍霜害
対策を行えるそうだ。
肥料価格の高騰を受け、県内の食品
会社で出る海藻の煮汁を利用した葉面
散布剤も開発。管理する畑が毎年１ha
ほど増えているが、これらの資材を利
用することで、肥料・農薬代が節減で
きているそうだ。
地域循環型で、格安な資材を周りの
農家にも使ってもらうことで、りんご
産地の維持に貢献している。今夏には、
地元で発生する卵の殻を用いたりんご
の日焼け対策剤を生産する予定だ。
最後に、義則さんは「これからも新
しい農業資材の開発や人材育成制度の
拡充、地域の維持発展に努めながら、
地域と共に伸びる経営を実践していき
たい」と語ってくれた。

農研機構は３月７日、「温州
みかん・アボカドの適地移動予
測マップ」を公表した。今後の
温暖化の進行の度合いによって
は、現在のみかん産地での生産
の継続が危ぶまれる予測だ。
果樹は気候への適応性が低い
ため、温暖化の進行で現在の産
地が栽培に適さなくなる可能性
がある。みかんは、１℃の気温
上昇でも大きな影響を受けるた
め、産地では、日焼けや浮皮な
どの高温障害が多数報告されて
いる。栽植後、長期間同じ樹で生産を
続けることから、産地毎に将来の気候
変化に合わせた長期的な生産計画が必
要となる。
これまでのみかんの栽培適地の予測
研究では、地域ごとの気温を細かく予
測できていなかった。また、今後の気
温上昇は温室効果ガス排出量に左右さ
れるため、適地移動の予測にどの程度
の幅が見込まれるかは不明だった。
そこで農研機構は、今世紀半ばと今
世紀末におけるみかんとアボカドの適
地移動を予測し、個々の産地レベルで
適地分布を示した詳細なマップを開発
した（図）。予測結果を分析したとこ
ろ、次の３点が明らかになった。

①みかんの適地は徐々に北上。適地
よりも高温となる地域の多くはアボカ
ドの適地となるため、みかんからより
温暖な気候を好む他の柑橘やアボカド
への転換も適応策の一つとなり得る。
②現在のみかん産地の存続に地球規
模の温室効果ガス排出量削減が大きく
影響する。
③アボカドについては、今世紀半ば
には、本州等の沿岸部の一部が栽培適
地となり、適地面積は現在の２．５倍以上
に拡大する―ことが示された。
同機構は、他の樹種の適地予測マッ
プや、更なる適地予測技術の開発など、
樹種転換に関連する技術の開発を継続
していく予定としている。

「NARO S.マルチ」は、温州みかん
などの樹体に適度な乾燥ストレスを与
えることで安定的に高品質果実を生産
する、という農研機構が開発した技術
だ。この技術の導入には排水設計の事
前診断が望ましく、専用資材等の購入
と施工を必要とする。また、導入後は

か ん

気象や土壌の状況に応じた灌水が必要
で、その判断が重要となる。
そこで同機構は、これらの導入や管
理に係る作業を支援することを目的と
した、生産者向けスマートフォン用ア
プリを開発、公開した。
アプリには、S.マルチの導入を支援
する資材リストアップ機能、園地の排
水性診断機能、土壌流亡リスクの診断

機能、S.マルチ導入後のAI 灌水適期
判断機能が搭載されている。WEBア
プリとして開発しており、複数アカウ
ントで果実の生長状況を共有すること
も可能となっている。
同アプリは、以下のQRコードから
アカウント発行申請することで、利用
が可能となる。なお、アプリは現時点
では iPhone のみでの対応となってお
り、今後、Android にも対応するかを
検討中としている。

㈱
な
か
ひ
ら
農
場
の
皆
さ
ん

三つの理念で産地を守る
長野県松川町 ㈱なかひら農場

写
真
提
供
：
中
平
義
則
氏
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みかんとアボカドの適地予測マップ

図 ミカンの
適地移動

温室効果ガス排出が
少ない（ｂ，ｅ）、
中程度（ｃ，ｆ）、
非常に多い（ｄ，ｇ）
シナリオによる推定 農研機構の資料から

う め だ と も た か

梅田 知嵩
全開連
東京都出身

色々なことを学び、成長
していきたいです。よろ
しくお願いします。

む ら た つばさ

村田 翼
全開連

神奈川県出身
日々成長して努力してい
きますので、よろしくお
願いします。

や ま う ち ゆ う た ろ う

山内 裕太郎
北海道チクレン
北海道出身

早く仕事を覚えて戦力に
なれるよう頑張っていき
たいと思います。

ＮＡＲＯ Ｓ．マルチのアプリ開発
ＡＩ灌水適期判断機能など搭載

アプリの
利用登録は
こちらから

�
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農研機構は２月１８日、オンラインシ
ンポジウム「豚熱研究の最前線」を開
催した。１８年の再発以降散発的に発生
している豚熱について、５年間の研究
プロジェクトの報告を行った。日々の
飼養管理や対策の参考となるものを紹
介する。
◆イノシシ以外の野生動物にも要注意
岐阜大学の七條知哉氏は、飼養衛生
管理基準の改定後も豚熱の流行が止ま
らないことから、豚熱を媒介している
とみられる養豚場周辺の野生動物の生
態について講演を行った。
「養豚場周辺ならびにヌタ場におけ
る野生動物の生態」：野生動物が目撃
されている養豚場で「カメラトラップ
調査」を実施。衛生管理区域内外にカ
メラを複数台設置し、１００日間の撮影頻
度を測定した。
調査の結果、養豚場の柵内にイノシ
シは出没していなかったが、ネコやア
ライグマなどの中型の野生動物の出没

が確認された。同氏は、イノシシが利
用した「ヌタ場（野生動物が水浴び等
をする水たまり）」を、農場内に侵入
した野生動物も利用していたことを指
摘。ヌタ場が病原体の伝播の結節点で
ある可能性を指摘し、「イノシシ以外
の野生動物も侵入させない対策が必
要」と指摘した。
「イノシシの死体に集まる野生動

物」：次に、イノシシの死体（豚熱陰
性）を山に据え付け、野生動物の行動
をモニタリング。イノシシは仲間の死
体を警戒したものの、死体消失後の地
面に体を摺り付けるなどの行動がみら
れた。他の野生動物は、死体を食べた
り臭いを嗅いだり、体を摺り付けるな
どの行動が確認された。
農研機構の早山氏らによるこれまで
の研究で、農場の半径１㎞以内に豚熱
陽性のイノシシがいた場合、３００日以
内に養豚場で豚熱が発生する確率は
９５％と判明している。同氏は、「速や

かな死体の撤去と周辺土壌の消毒が重
要」と指摘した。
◆低温・短時間では効果が低い
日本獣医生命科学大学の青木博史氏
は「豚熱ウイルスに対する消毒薬の効
果の検証」と題して講演。特に唾液な
どからウイルスが伝播されることが多
いため、消毒薬の濃度別・温度別・有
機物の有無別・消毒時間別で効果を検
証したところ、表のように有効条件に
差がみられた。
３つの消毒薬は豚熱に効果があるも
のの、消毒薬の特徴や用法に合わせた
使い分けが重要と指摘した。
◆ウイルス遺伝子から感染経路を推定
農研機構の山本健久氏は、「ウイル

スの遺伝子から解明する感染拡大経

路」と題して講演。国内で発生した豚
熱のウイルス株の違いから、感染経路
を特定できることを紹介した。
今はウイルスのゲノム（遺伝子の情
報）の細かな違いを特定できることか
ら、それぞれの豚熱が①どのルートで
野生イノシシから感染したのか②感染
イノシシが運んできたのか、他の農場
から運ばれてきたのか―などを特定す
ることができる。これにより、国内で
みると６つのルートの、最大１３４３㎞に
も及ぶ感染ルートがあったことを突き
止めた。
こうした長距離の伝播はイノシシの
生息地に出入りする人や車両によって
起こった可能性が高いことから、消毒
の徹底の重要性を改めて指摘した。

栃木県那須農業振興事務所は、管内
のWCS用稲と牧草の二毛作ほ場で、
収穫前の水稲立毛水田へのドローンに
よる牧草の播種実証試験を行った。
◇WCS用稲の立毛状態での牧草播
種
WCS用稲と牧草の二毛作の暦は図
のとおり。WCS用稲の収穫後に播種

機でイタリアンライグラスを播種する
通常の慣行体系（慣行区）に対し、実

た ち げ

証区はWCS用稲の立毛状態（収穫す
る前の稲が生えている状態のこと）の
ほ場に、ドローンでイタリアンライグ
ラスの播種を行った。
慣行の通常収穫ではイタリアンライ
グラスの播種の前に耕起・整地を行う

が、ドローン播種では、WCS
収穫作業とイタリアン播種後の
鎮圧を兼ねることができるた
め、省力化と効率化が期待でき
る。
◇実証の結果
２２年度の生草収量は、慣行区
で４６８４㎏／１０a、実証区で４０３６
㎏／１０a と、実証区は慣行区の
収量の８６％だった。乾物率は両
区ともに２３．３％で、乾物収量は
慣行区１０９１．４㎏／１０a、実証区は９３３．９
㎏／１０aだった。
２３年度は、慣行区の生草収量が５４８４
㎏／１０a、乾物率２０．６％、乾物収量１１３０
㎏／１０aで、実証区が生草収量４４３０㎏
／１０a（慣行区の８１％）、乾物率２０．１％、
乾物収量８９０㎏／１０aだった。なお、２２
年度と２３年度では使用するドローンの
種類を変えたことにより、タンク容量
は４０Ｌと３倍強、播種時間は５０分／１０
a から１２分／１０a へと短縮された。イ
タリアンライグラスの播種日は、慣行
区が１０月１６日、実証区が９月２９日と１７
日早くなった。
◇まとめ
イタリアンライグラスの播種前作業

である耕起・整地を行わない稲立毛状
態でのドローン播種でも、慣行播種の
８０％以上の収量を確保できることを実
証した。また、大型ドローンを利用す
ることでより播種作業を省力化でき
た。さらに、耕起・整地を行わない分、
作業が効率化され、播種を２週間以上
早めることができた。大面積を作付け
する場合や、ほ場の状況によって起こ
りうる、「イタリアンライグラスの播
種が遅れてしまう」という課題の解決
に役立てることができる。
ドローン播種の実証は２４年度も継続
しており、イタリアンライグラスの収
穫はこれからだが、順調に生育が進ん
でいる。

３月１９日に都内で開催されたピクア
倶楽部セミナーで、日清丸紅飼料㈱技
術サポート部の河本敏夫氏が、「ピク
ア種豚のボディコンディション管理に
ついて」と題して講演を行った。母豚
の BCS（ボディコンディションスコ
ア）を簡単に測定できる分度器型の測
定機、「サウキャリパー」を紹介する。
●育成母豚の BCS の後ろ姿からの

判定は、担当者により結果が異なる場
合があり、熟練が必要となる。サウキ
ャリパーを使った測定では、「薄い」
「適正範囲」「厚い」の３段階で母豚
の背脂肪を判定する。測り方は写真の
ように、①肋骨を見つける②そこから
正中線（背骨：点線部分）に真っすぐ
上がる③測定機の支点を正中線（○部
分）に当て、ロース部分の盛り上がり
度合いを角度で測定し、数値を読む―

の３段階で測定を行う。
●サウキャリパーによる測定値と育
成豚の体重には相関関係がみられ、初
回交配時の目安として利用可能とみら
れた。測定値の理想は１３―１５（体重推
定値１３５―１６５㎏）で、許容範囲は１２―１６
（１３０―１８０㎏）としている。
経産豚についても、BCSの確認には
有効とされる。

それぞれの消毒薬の有効条件
逆性石けん類
●用法用量に記載の低希釈での使用（本研究：500倍）
●豚熱ウイルスの不活化効果が低温環境で顕著に低下することに注意
●使用濃度に調整した十分量の消毒薬で洗浄しながら使用（ウイルス及び有機物の希釈と消毒）
ハロゲン類（塩素系）
●用法用量に記載の比較的低希釈（本研究：300～500倍）
●豚熱ウイルスの不活化効果が低温環境及び有機物存在で顕著に低下⇒消毒時間の延長を図る
●消毒の際、高温環境では希釈倍率の上昇も可能（本研究：1000倍から2000倍）
アルデヒド類
●比較的に有機物の影響を受けにくい（有機物が無い方が望ましい）
●比較的に温度の影響を受けにくい
●環境に合わせて希釈倍率を選択することが可能
＊低希釈のハロゲン類（塩素系）やアルデヒド類などの消毒薬は、人や動物などの生体や環境への負荷もあることに留意が必要

日本獣医生命科学大学 獣医学部 青木氏の発表資料から作成

豚熱研究の最前線シンポ開催
消毒薬の温度別効果など紹介

ドローン播種で省力化
WCS用稲刈取前に播種

育成母豚の簡易なＢＣＳ測定に
分度器型測定機の紹介

【播種風景（２３年度 ９．１１）】

栃木県那須農業振興事務所の資料から

サウキャリパーでの計測
写真提供：ピクアジェネティクス㈱
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韓国で１年１０ヵ月ぶりに口蹄疫が発
生した。３月１４日の農水省の発表（出
展：韓国農林畜産食品部、WOAH）に
よると、３月１３日に韓国南西部の地域
（全羅南道）の肉牛農場で、感染が確
認された。その後も周辺の農場で相次
いで確認されており、４月１４日時点で
牛と豚併せて１９件にのぼっている。
これを受け、同省は国内への侵入リ
スクが極めて高い状況が続いていると
して、警戒を呼び掛けている。２０００年
と１０年に日本国内で発生した際は、い

ずれも韓国で発生した後だったため、
感染予防を徹底する必要がある。

〈感染予防の基本〉
農場の出入り口に看板を設置するな
どして関係者以外の立ち入りを制限す
る。農場に出入りする際は、専用の靴
と衣服を着用し、手指を消毒するとと
もに、持ち込む物品や出入りする車両
の消毒を徹底する。また、畜舎の出入
り口に専用の靴や踏み込み消毒槽など
を設置することで、出入りする人の靴
底の消毒を徹底する。

また、口蹄疫が発生している国への
渡航は可能な限り控え、これらの国か
らの郵便物等は衛生管理区域に持ち込
まないようにする。

〈効果的な消毒を〉
畜舎ごとに専用の靴や踏み込み消毒
槽を設置する。踏み込み消毒槽の消毒
液は、汚れで効果が薄れるため、先に
汚れを落としてから消毒する（写真）。

消毒薬が汚れてきた場合は直
ちに交換する。
農場に出入りする車両を消
毒する時は、タイヤを消毒す
るだけではなく、泥よけの内
側部分まで消毒し、衛生管理
区域内で降車する場合は農場
専用のフロアマットなどの使

用や車内（ハンドルやドアノブ等）の
消毒を行う。
その際、逆性石けんやアルコールは
口蹄疫の消毒薬としては適さないほ
か、酸性とアルカリ性の消毒薬を同時
に使用すると消毒効果が弱まるので注
意する。
これらのポイントに注意を払い、十
分な口蹄疫対策を行いたい。

農水省は３月７日、「２４年産飼料作
物の作付（栽培）面積及び収穫量」を
公表した。全国の飼料作物全体の作付
面積は、前年より減少した。
全国の飼料作物全体の作付面積は９７
万５５００ha で、前年産に比べ４万２５００
ha（４％）減少した。これは、飼料用
米等の作付けが減少したためと分析し
ている。
田畑別では、田が３万４６００ha（１２％）
減の２５万２０００ha、畑が７６００ha（１％）
減の７２万３４００ha だった。田の減少は、
飼料用米から主食用米への転換が主な
理由と同省は分析している。
【牧草】
作付面積は９７００ha（１％）減の６９万

５５００ha。１０a当たり収量は３４７０㎏で、
収穫量は２４１４万８０００ｔとなった。
都道府県別の収穫量割合は、全国の

７１％を北海道が占め、鹿児島県が４％、
岩手県と沖縄県が３％となっている。

【青刈りトウモロコシ】
作付面積は、７００ha（１％）減の９万

６５００ha。１０a当たり収量は５１５０㎏、収
穫量は４９７万２０００ｔとなった。
都道府県別の収穫量割合は、北海道
が全国の６８％を占め、次いで栃木県が
５％、岩手県と宮崎県が４％と続いて
いる。
【ソルゴー】
作付面積は、他作物への転換などが
あったことから７００ha（６％）減の１万
１０００ha となった。１０a当たり収量は前
年産より７％減の３９４０㎏、収穫量は６
万３９００ｔ（１３％）減の４３万３３００ｔだっ
た。これは、九州の一部地域で高温や
少雨の影響による発芽不良や生育不良
がみられたためとしている。
都道府県別の収穫量割合は、宮崎県
が２４％、鹿児島県が１４％、長崎県１１％
となっており、この３県で全国の約５
割を占めている。

（一社）日本家畜人工授精師協会は、
２４年第４四半期（１０～１２月期）の「乳
用牛への黒毛和種の交配状況について
（速報）」を公表した（下表）。
黒毛和種の交配割合は、全国平均で

３８．５％と、前期（２４年６～９月期）の
３９．８％から減少した。性選別精液（乳
用雌）の利用割合（全国平均）は２４．８
％で、前期より１．３㌽増、前年同期よ
り３．７㌽増加し、過去最高となった。

農水省が公表している２４年における
「畜産経営に起因する苦情発生状況」
によると、苦情発生戸数は１３８４戸で、
前年と比べ４戸増加した。苦情発生率
は２．４％で、飼養戸数の減少と共に微増
傾向にある。
畜産全体に対する畜種別の苦情発生
戸数の割合をみると、乳用牛が３５６戸で
２５．７％（前年比１．１㌽増）と最も多く、
次いで肉用牛が３３７戸で２４．４％（同０．４
㌽減）、豚が３１６戸で２２．８％（同１．０㌽
減）などとなっている。
苦情内容別では、悪臭関連が８６９件で

５３．４％（前年比０．３㌽減）と最も多く、
水質汚濁関連が２７４件で１６．９％（同０．５
㌽増）、害虫関連が１５５件で９．５％（同
０．３㌽減）、その他が３２８件で２０．２％
（同０．２㌽増）となっている。

また、畜種別の苦情発生率をみると、
採卵鶏が１２．４％（前年比１．１㌽増）で最
も多く、豚が１０．５％（同０．８㌽増）と続
いている。飼養規模別の苦情発生率に
ついては、ブロイラーを除いた各畜種
で、飼養規模が大きくなるほど苦情発
生率が高くなっており、近年、同様の
傾向が続いている。
全体の苦情発生戸数から新規の苦情
発生戸数を除いた「同一経営体に対す
る繰り返しの苦情発生戸数の割合（＝
継続の苦情）」は、豚が７０．６％（前年
比１．７㌽増）と最も高く、採卵鶏が
６９．２％（１．１㌽増）と続いている。全体
の４１．３％が新規の苦情、残り５８．７％が
繰り返しの苦情であり、調査を開始し
た２０年以降、同様の傾向が続いてい
る。

農畜産業振興機構は４月９日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２５年２月分、概算払い）
を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は８都道県で発動した。今月
も交雑種での発動はなかった。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種は２万５２３４．４円（前月は４万６２３８．６
円、概算払い）となっている。
前月分と比べ、素畜費が約２万円減
少したことから、交付金単価は減額と
なった。交雑種は昨年１１月分から４ヵ
月連続で発動していない。

地域 延べ人工
授精頭数

黒毛和種
授精頭数

黒毛和種の
割合（％）

黒毛和種交配割合
前期比（％）

黒毛和種交配割合
前年同期比（％）

北海道 ２１９，２０３ ６２，３４９ ２８．４ ０．１ ０．８
東北 ７，８９２ ３，０５６ ３８．７ ▲２．１ ▲１．０
関東 １５，８１１ ８，１８４ ５１．８ ▲２．９ ▲３．１
東海 ５，２１７ ３，６６３ ７０．２ ▲１．５ １．６
北陸 ９４１ ５５３ ５８．８ ▲７．４ ０．４
近畿 ３，９９１ ２，６９５ ６７．５ ▲８．５ ０．３
中四国 ４，１８８ ２，９５２ ７０．５ ▲１．３ ▲４．５
九州 ５，２８７ ３，２２１ ６０．９ ▲６．５ ▲６．３
都府県 ４３，３２７ ２４，３２４ ５１．６ ▲３．３ ▲４．０
全国 ２６２，５３０ ８６，６７３ ３８．５ ▲１．３ ▲１．４

（一社）日本家畜人工授精師協会の資料から作成

畜産経営に起因する苦情の畜種別・内容別発生戸数（２４年）（単位：戸、（％））
区分 悪臭関連 水質汚濁関連 害虫関連 その他 合計
乳用牛 ２３７（２７．３） ６１（２２．３） ３１（２０．０） ８９（２７．１） ３５６（２５．７）
肉用牛 ２００（２３．０） ６２（２２．６） ４６（２９．７） １０６（３２．３） ３３７（２４．４）
豚 ２２７（２６．１） １０７（３９．１） １５ （９．７） ２４ （７．３） ３１６（２２．８）
採卵鶏 １２２（１４．０） ２９（１０．６） ５５（３５．５） ２５ （７．６） ２０１（１４．５）
ブロイラー ６７ （７．７） ７ （２．６） ２ （１．３） １１ （３．４） ７９ （５．７）
馬 ３ （０．４） ０．０ ２ （１．３） ４ （１．２） ８ （０．６）
その他 １３ （１．５） ８ （２．９） ４ （２．６） ６９（２１．０） ８７ （６．３）
合計 ８６９（１００．０） ２７４（１００．０） １５５（１００．０） ３２８（１００．０）１，３８４（１００．０）

構成（％） ５３．４ １６．９ ９．５ ２０．２ １００．０
注１：「悪臭関連」には、悪臭単独の苦情に加え、悪臭以外の苦情（水質汚濁、害虫発生等）を併発しているものも含む

（その他の分類も同様）。このため、各分類の戸数を合計した戸数と、「合計」欄の戸数は一致しない。
注２：「その他」に分類される苦情の内容は、ふん尿の散乱、脱走等である。 農水省の資料から

推奨される設置方法推奨される設置方法

韓国で口蹄疫１年１０ヵ月ぶりに発生韓国で口蹄疫１年１０ヵ月ぶりに発生
➡ ②消毒液の槽

↑
➡ ①水洗の槽

➡➡ ②消毒液の槽

↑
➡➡ ①水洗の槽

感染予防の徹底を感染予防の徹底を

写真：農水省の資料から

２４年産 飼料作物面積４％減 悪臭や水質汚濁の苦情多数
牧草収穫量は１％増 畜産経営への苦情発生状況

乳用牛への黒毛和種交配３８．５％に減少
性選別利用割合は過去最高

今月も交雑種は発動せず
牛マルキン２月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

（公財）日本乳業技術協会は３月１２
日、「国産乳酸菌で作るオリジナルチ
ーズ試食会」を都内で開催した。「チ
ーズ製造の基礎知識とＪチーズスター
ターの意義」と題した講演で、（一財）
蔵王酪農センターの宮沢秀夫理事・営
業部長が、「乳酸菌スターターは、チ
ーズの特徴や風味を生成する重要な原
材料。世界から高い評価を受ける日本
のチーズが、益々、日本独自だ！と胸
を張れる特徴を出すことにＪチーズス
ターターが寄与すると期待したい」と
コメントした。
Ｊチーズスターターを使ったチーズ

生産事業に参加した１５工房が登壇し、
使用した感想などを発表。「情報量が
まだ少なく、手探りで模索しながら試
作品を仕上げた」との声が多かった。
そのうち１４工房が試作したチーズを
出品。通常の輸入スターターを使った
チーズと「Ｊチーズスターター」を使
ったチーズを並べて試食できるように
することで、チーズに与える風味など
を、参加者の質問に答えながら説明し
た。
出品されたチーズは、カマンベール、
モミレット、ゴーダ、白カビタイプ、
ブルーチーズなど１１種類。いずれのチ

ーズも事業で生まれた４種類のＪチー
ズスターターを使用しており、チーズ
単品での試食のほか、工房がお薦めす
るチーズが合う料理も提供・紹介され
た。
同じスターターを使っていても、ウ

ォッシュタイプは水分量の多いなめら
かな口当たりになり、ハードタイプで
は酸味が強まるものがあるなど、チー
ズの種類によって様々な特徴がある。
会場では、工房関係者と参加者の活発
な情報交換が行われた。

乳用種は頭数減
もあり、動きは
強もちあい

大阪・関西万博が始まり、消費拡大
が期待されるが、交雑種は部分肉で割
高感が出ており、大きな上昇はあまり
期待できないが強もちあいの動き。
乳用種は頭数減が見込まれ、強もち
あいが予想される。
【乳去勢】３月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１１３１円（前年同月比１２９％）
となり、前月より２２円上がった。
４月も頭数は減少傾向にあり、相場
も強もちあいの動きと見られる。
【Ｆ₁去勢】３月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５０２円（同９７％）、Ｂ２が１３９４円
（同９７％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が２７円減、Ｂ２は１４円増と、もちあい

での推移となった。
４月に入り、Ｂ３で１６００円台、Ｂ２
も１５００円台のやや上げの動きで、強も
ちあいの推移となっている。
【和去勢】３月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２２６５円（同１０４％）、Ａ３が２１１１円（同
１０５％）だった。前月に比べ、Ａ４が２５
円、Ａ３は１０円ともに下がった。
４月に入っても、Ａ４で２２００円台と
落ち着いているが、連休前需要で一時
は強含みとなる見込み。
【出荷頭数】４月の出荷頭数は、和
牛４万８７００頭（同１０５％）、交雑種２万
３２００頭（同１０４％）、乳用種２万４４００頭
（同９１％）と、乳用種以外は若干増加
する見込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は４月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で５万
７３００ｔ（同９１％）と予測。内訳は、冷

蔵品１万５７００ｔ（同８６％）、冷凍品が
４万１６００ｔ（同９２％）。ほとんどの輸
入先で、冷蔵・冷凍品ともに前年を大
幅に下回ると予測される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１０５０
～１１５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１７００～１８００
円、同Ｂ３が１６００～１７００円、同Ｂ２が
１４００～１５００円、和牛去勢Ａ４が２２５０～
２３５０円、同Ａ３が２１００～２２００円での推
移か。

需要期に入り、
相場は上昇傾向
となる見込み

３月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物６１４円（前年同月比
１１２％）、中物は５９１円（同１１２％）とな
った。前月に比べ上物が７円減、中物
も７円減と、年度末の買い控えでやや
動きは鈍った。
４月に入っても、６００円に届かない推
移となっているが、今後は需要期に入
り、万博開催や連休などの大型イベン

トもあることから、
相場は上昇傾向に向
かうと見られる。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
４月は１４０万頭（前年
同月比９８％）と、前
年をわずかに下回る
予測。しかし、豚熱
等の拡大がなけれ
ば、出荷頭数は平年
並みと予想される。
農畜産業振興機構
の需給予測による

と、４月の冷蔵・冷凍品の輸入量は総
量で８万２５００ｔ（同８４％）と、前年よ
りかなり下回る見込み。内訳は、冷蔵
品３万１０００ｔ（同９２％）、冷凍品５万
１５００ｔ（同７９％）。冷蔵品は、米国産
の輸入量の減少が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～７００円、
中物も５５０～６５０円と、上昇傾向の展開
となるか。

スモールは乳雄
Ｆ₁共に頭数減
で高止まりか

【スモール】３月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が６万８６２１円（前年同
月比１３６％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１９万４３５６
円（同１８１％）と、前月に比べ、乳雄は
２万６４４８円増、Ｆ₁は３万５５０４円増と、
ともに急騰した。
市場によるバラツキが激しく、北海
道では乳雄で１０万円を超える市場も出
てきた。上場頭数の減少が大きく影響
するようになってきた。
Ｆ₁も頭数減の影響と、枝肉相場が比
較的安定していることもあり、強含み
の展開となりそう。

【乳素牛】３月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１９万４５７４円（同１２５％）、Ｆ₁去勢は４０万
７３８３円（同１１４％）だった。前月に比べ
乳去勢は１８１９円減、Ｆ₁去勢も７６１円下
がった。
乳去勢・Ｆ₁去勢ともに、スモール同
様、今後頭数は減少傾向となってくる
と予想される。
【和子牛】３月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６９万１３３８円（同１０５％）で、前月より３
万５３４４円増と、急騰した。
当月のデータは暫定で、３月の全て
が加算されているわけではない。
今後は上場頭数の減少が見込まれて
いるので、相場は強もちあいか。

Ｊチーズスターター区と対照区を比べて
試食できる

試作チーズを使った料理

３月の子牛取引状況 （頭、㎏、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４８２ ４０２ ２９５ ２８５ １９１，０１４ １９６，９５７ ６４８ ６９０
F₁去 ２，１０１ １，８４１ ３３１ ３３４ ４００，１３６ ４０３，０４２ １，２０９ １，２０７
和去 ２，３１０ ２，２２４ ３３５ ３３６ ７０３，６４０ ６７３，５８５ ２，１００ ２，００５

東 北
乳去 － － － － － － － －
F₁去 ２ １ ３０５ １９７ ２１８，９００ ２１６，７００ ７１８ １，１００
和去 ２，４８８ ２，２１７ ３２１ ３２３ ６３６，４３０ ６２３，８５７ １，９８２ １，９３３

関 東
乳去 ４１ － ２７４ － ２７５，８０５ － １，００８ －
F₁去 １４２ １３８ ３３９ ３４１ ３９９，４０１ ４００，５６７ １，１７８ １，１７３
和去 ６８１ ９３９ ３３０ ３２３ ７２７，１３１ ６５９，１９９ ２，２０５ ２，０４０

北 陸
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － － － － － － － －
和去 ６６ ８１ ３１７ ２９９ ６９０，４３３ ６３４，１７０ ２，１７８ ２，１２１

東 海
乳去 － － － － － － － －
F₁去 ３９ ４０ ３１６ ２９４ ４２５，８１３ ３７９，００５ １，３４８ １，２８９
和去 ４７２ ２２２ ２８９ ２７６ ７１４，４１５ ６０６，９３２ ２，４６９ ２，１９５

近 畿
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － － － － － － － －
和去 ４０９ ４０１ ２６９ ２６３１，０１６，５０５１，０３９，７７９ ３，７７４ ３，９５４

中 四 国
乳去 ３４ ８ ２６０ ２８０ １５０，４０９ １６８，０２５ ５７８ ５９９
F₁去 ２３７ １９２ ３２０ ３２５ ４３６，３５２ ４２４，２５１ １，３６１ １，３０６
和去 ８８４ ５０２ ３１４ ３１１ ６３８，００５ ６２５，６１３ ２，０３５ ２，０１３

九州・沖縄
乳去 ２ － ３４１ － １３８，０５０ － ４０５ －
F₁去 ３０５ １８９ ３１８ ３１２ ４３７，３９２ ４５４，２０１ １，３７３ １，４５６
和去 ９，３１０ ７，７１５ ２９９ ３０１ ６９０，１０３ ６４３，５７０ ２，３１０ ２，１４１

全 国
乳去 ５５９ ４１０ ２９２ ２８５ １９４，５７４ １９６，３９３ ６６６ ６８９
F₁去 ２，８２６ ２，４０１ ３２９ ３３１ ４０７，３８３ ４０８，１４４ １，２３８ １，２３３
和去 １６，６２５ １４，３０４ ３０８ ３１０ ６９１，３３８ ６５５，９９４ ２，２４５ ２，１１６

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

風味や食感が様々な特徴に風味や食感が様々な特徴に
国産乳酸菌で作るチーズ試食会国産乳酸菌で作るチーズ試食会
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